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取
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さ
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烈
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叫
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っ
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と
ら
め
ま
り
フ
を
ど
、
松
変
わ
ら
一

}
I
i
l
-
-
守
十
-
一
行
け
る
九
令
い
と
の
ヵ
将
換
孫
H

に
は
裏

一

吋

叫

す

懇

皆

同

室

李

芸

自

に

つ

き

ま

す

。

一

の

惑

徳

手

口

一

枚

程

い

い

孫

は

そ

れ

Ffあ
る
も
の

恥

J

さ
多
い
め
が
教
養
娯
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お
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訪
問
問
中
角
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す
る
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政
は
部
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日
で
、
閥
均
台
、
代
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を
全
額
支
払
っ
て
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な
け
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っ
た
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と
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総
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付
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刊
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に
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降
し
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判
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上
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プ
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ヵ
ー
の
ほ
開
ワ
/
グ
庁
フ
ご
か
で
冬
場
手
詳
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い
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を
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っ
た
り
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総
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を
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勺
て
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ま
す
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、
事
の
判
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緩
窓
口
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お
止
す
ね

撚
る
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で
て
お
与
な
が
ん
杓
宇
佐
町
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h

先
内
消
化
去
、
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雲
仙
一
立
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く
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に
ご
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療
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催
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国
民
年
金
の
改
正
で
、
全
員
加

入
が
義
務
づ
け
と
な
り
ま
し
た

軍
師
匠
出
期
限
*
同
盟
廿
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
い
る
人
1

3
月
訂
日
ま
で

本
興
行
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

な
い
人
H
4
月
か
ら
問
中
山

言
台
、
現
行
の
同
氏

'1ι
に
加
入
し

第

3
田
可
一
被
網
開
時
隈
審
の
属
材
山
闘
を

近所づ、きあいとコミュニティ

て
い
た
人
的
加
入
期
間
は
、
そ
の
ま
ま

新
国
民
年
金
の
加
入
期
間
と
し
て
引
き

継
が
れ
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
諜

F
S同

い
よ
い
よ
4
月
か
ら
新
し
い
国
民
年
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。
共
済
組

合
員
で
あ
る
ご
主
人
に
扶
義
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
全
員
加
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
第
3
昼
被
保
険
者
の
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

wv
届
出
の
し
か
た
社
会
保
険
け
か
ら

畠
共
済
組
合
主
通
し
て
凶
出
別
紙
が
配

布
さ
れ
ま
す
。
各
関
係
機
関
で
確
認
を

受
け
た
う
え
、
同
が
主
非
主
係
ヘ

キ
議
持
し
て
い
る
(
具
体
的
に
は
共
済
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
け
っ

組
合
の
被
扶
養
者
と
な
っ
ど
い
る
)
こ
う
で
す
。

4
月
1
日
の
甜
暗
転
免
許
セ
ン
タ
⑨
運
転
免
許
証
の
吏
新
子
続
の
実
施
。
き
ま
す
の

ー
の
オ
l
フ
/
に
伴
っ
て
、
従
来
た
だ
し
簡
素
化
講
習
吋
象
者
(
更
新
前
⑨
国
外
(
際
)
運
転
免
許
、
失

監
甲
車
箸
等
で
行
っ
て
い
た
誠
司
転
免
の
3
年
間
、
担
事
政
・
持
違
反
か
つ
2

効
免
許
の
受
付

許
業
務
が
L
八
幅
に
変
わ
り
ま
す
。
例
日
以
降
の
更
新
者
及
び
初
心
運
転
者
@
打
政
処
分
の
集
中
執
行

V
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

f
，
二
、

1

4

:

f

⑥
再
交
付
、
記
載
事

の

場

所

千

葉

市

浜

田

運

転

免

許

セ

ン

タ

ー

開

設

項

の

妻

子

続

cz

我
係
L
J
普
徐
署
で
も
手

V
セ
ン
タ
ー
の
業
務
肉
料
月

1
日

か

免

許

更

新

H

も

大

幅

変

更

続

が

で

き

士

す

。

容

(

概

要

)

出

詳

細

は

3
月
日
日
号

∞
逐
恥
免
許
試
験
(
一
話
、
小
講
習
を
受
け
て
更
祈
ま
で
の
期
間
、
無
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
ο

型
特
殊
、
原
動
機
付
自
転
車
ム
を
除
事
政
経
違
反
で
経
過
し
た
人
)
や
特

V
問
い
合
わ
せ
逆
転
免
許
セ
ン

く
)
を
毎
日
実
施
。
限
日
の
情
£
別
講
習
受
講
者
は
従
来
ど
お
り
我
孫
子
タ
!
官
0
4
7
2
(
日
)
O
I
l
-ロ

は
な
く
在
り
ま
す
。
警
察
署
で
更
新
子
続
を
行
う
こ
と
が
で
技
孫
千
野
察
署
E
(
幻

)
0
1
1
0

関 あなたは，ふだん隣り近所の人とどの
ようなっ吉あいをしていますか。

z 

常事

第680号

国民年金で老後も安心。

届け出等は忘れずに。

問:住みよい「まちづくりJ 在進めてゆ〈ため
の考え方として次のようなものが晶ります
が，畠立たのお考えはどれに援も近いです
古、

296 
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穣
奈さま纏
i計セ
:宮古ン
7ま告さF
Azu i 
)で

設
中
め
つ
脅
り
務
ら
し
と
な
っ
て
輩
ま
し
た
。
畑
地
い
う
一
ち
は
体
を

殺
か
す
こ
と
タ
ぷ
地
れ
が
ち
で
す
。
似
品
慨
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を
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双
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仏
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仁
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る
と
、
そ
の
姿
立
は
突
お
で
、
液
体
持
リ
伸
子
安
則
か
ら
造
主
総
括
m
b
~
h
パ
見
で
淑
叫
刊
の
も
の
と
一
何
百
記
則

υ山毛↓
jt

年
ス
説
明
八
)
丙
午
五
月
行
訟
行
氏
一
円
中
倒
的
問

γ苔
山
崎
支
成
が
、
江
如
と
し
て
州
議
B
旬
、
回
約

ι男
女
の
紘
一
点
…
れ
て
い
ま
し
と
が
、
当
初
は
木
製
で
き
れ

γ
む
り
ま
す
c

こ
れ
は
、
中
殺

と
彫
ち
れ
て
お
り
ま
す
。
戸
小
包
向
(
文
京
民
一
で
H
見
つ
け
、
川
閉
め
こ
と
を
つ
7
n
仰
に
描
写
し
た
も
の
へ
お
に
絞
る
の
が
浸
か
っ
と
と
閉
じ
わ
れ
、
議
点
的
ぶ
神
が
山
内
ん
ど
の
で
、
ぷ
一
ド

像
は
浅
い
線
対
の
う
え
胤
化
さ
れ
筆
集
「
海
日
M
L
に
絵
忽
を
入
れ
て
が
山
?
と
芥
恭
し
で
い
き
去
す
。
こ
れ
は
イ
ン
出
い
時
代
の

ιの
て
時
間
ぷ
で
い
る
も
の
山
間
に
附
丹
時
起
し
、
そ
の
泌
総
帥
川
に
間
山
ぬ
れ

て

む

り

、

鈴

主

的

判

明

も

明

確

で

は

£

授

で

し

と

な

ド

の

ミ

ト

ウ

T
慾
か
ら
の
約
終
と
制
品
わ
は
少
な
い
よ
う
で
す
神
の
年
月
を
制
叫
ん
ど
も
の
k
m
わ
れ

2
t
J
h
e
E
F
E
?
 

り
ま
叫
什
叫
ん
が
も
役
務
味
を
お
び
た
判
別
祭
神
は
伊
俳
級
品
叩
・
伊
野
再
ん
叩
と
も
、
れ
ま
す
カ
、
を
め
か
げ
に
は
、
米
千
平
中
絞
年
日
討
の
も
の
と
ぷ
丸
、
長
野
原
ま
寸
じ

昨
訪
れ
い
い
河
川

U
3
-事
案
一
¥
寸
明
文
宮
本
鑑
盟
中
町
に
い
ド
刊
誌
何

事
事
り
ま
す
の

E-者
医
耳
吋

E
0
3佐
官
、

V
A
T事
E
L

ぎ
発
見
さ
れ
た
事
与
り
ま
す
の

と
給
日
付
し
日
付
都
部
で
見
つ
か
る
く
れ
れ
河
川
れ
ば
い
い
以

た

も

の

明

、

、

議

叩

階

的

出

入

口

に

立

ち

‘

a

w

i

二

言

つ

ば

か

り

引

?

、

な

外

ωか
h

らち悶綬問人
L
て
く
る
災
い
似
胤
を
附
幼
附
綴
総
媛
印
火
剣
女
命
と
も
い
わ
れ
で
の
ω汐印
4必

鴻

に

と

も

な

い

勺

、

封

詮

的

岳

道

経

於

川

付

h

'

る

Q
川κ仇総附泌州翠い総鵠鈴の諸紹を何鍔悼吻
λるハ令w

上

ぎ
、
内
に
対
し
で
は
惜
線
柑
絞
び
.
込
ふ
糸
問
い
ま
す
が
、
中
に
は
勢
王
、
とζゑ
綴
蜘
滋
開
、
災
総
努
々
ケ
ふP品山いに

2い正よ
4

ザ

て

、

¥

、

郡

笠

ヱ

い

そ

ヲ

:

ル

め

露

綴

を

か

ら

tも
、
み
そh
の
惹
義
秀
ド
仁
↑
大
き

5なも
の

を
4守
リ
る
神
と
し
て
喝
む
ず
か
し
い
飽
総
主
お
実
話
、
大
盟
問
と
慰
叫
ん
綴
絡
も
み
お
学
勺
れ
た
昨
去
の
ル
ネ
ノ
砂
〆
ス
ヘ
が
あ
り
ま
す
む

r
成税制
ω
洋
子

鐙
を
故
き
に
も
絞
殺
の
状
泌
ま
ー
と
し
り
、
時
代
と
元
~
日
に
紫
綬
L
附
総
主
を
欠
の
希
求
と
、
多
角
的
な
節
減
に
汁
ナ
る

て
位
協
閉
門
さ
れ
て
い
た
神
H
m
で
す
。
い
て
お
り
ま
7
0
燃
、
お
鉛
仰
の
祭
神
戸
か
レ
ン
ス
タ
J

ス
が
絞
め
ら
れ
て
い
た
も

議
総
神
に
は
、
道
経
(
六
)
神
・
、
川
町
間
胤
L
ド
い
絞
殺
す
る
も
の
で
お
っ
た
釘
で
ナ
。
ぞ
れ
が
目
的
き
者
的
切
札
で
ゐ

峨
持
“
事
持
等
と
文
字
で
彫
ら
れ
た
こ
と
は
恋
め
ま
ぜ
ん
。
る
ぷ
締
と
い
う
集
ば
の
力
に
よ

J

て、

も
の
と
、
男
女
の
一
一
神
在
約
ん
点
も
で
す
か
ら
双
体
神
に
つ
い
て
の
必
鋭
的
災
に
抗
さ
れ
た
も
の
と
い
え
ま
令
じ

の

が

あ

り

ま

す

の

日

閉

じ

、

男

女

一

一

持

も

十

日

ぐ

、

い

い

こ

う

'v
た
も
約
を
ム
低
減
に
、
ど
の
よ

を
刻
ん
だ
液
体
液
滋
神
主
い
わ
れ
る
わ
れ
る
一
年
う
な
紹
神
?
み
あ
ろ
フ
と
も
務
女
の
刻
め

切

&剛

才も

れ

こ

れ

卒
業
し
て
い
く
6
年
時
点
い
い
4
、

ん

5
年
生
が
伏
引
す
活
か
さ
り
い
い

ど
な
る
た
め
♂
り
年
生
が
6
年
生

イ

に

装

車

を

燃

や

し

、

島

守
伎
は
F
A
m
け
て
守
令
も
の
か
々

ず
と
大
主
盛
り
上
が
り
ま
ず
い
と

射
器
皇
室
主
習
も

に
娘
婿
胤
た
ち
が
い
閥
均
し
ま
す
。

制

レ

i

ス

は

l

チ

ム

同

名

へ
捌
吋
女
各
5
名
)
、
ー
人
が
ゴ
j

緩
木
小
仮
似
の
「
6
年
生
議
別
相
新
総
ス
を
l
m
制
ず
つ
走
ソ
て
加
闘
を
リ
レ

ふ
入
会
い
が
2
月
ロ

u、
衣
料
相
川
閉
山
門
的
綴
j
n
人
♂
年
は
6
年
生
5
ヂ

l
ム
、

5

遂
を
抽
出
っ
た
I
閥
2
加
の
削
閉
山
間
コ
ー
ス
年
生
4
チ
:
ム
の
お
ク
ラ
ス
代
袋
と

?
行
わ
れ
ま
L
た

。

4

年

生

保

絞

チ

ー

ム

め

凶

チ

j

ム

が

こ
の
よ
会
は
今
年
で
5
凶
行
。
日
削
減
、
繁
一
泌
K
N
M
付
、
伝
部
生
チ
;
ム
が
5

総
動
の
段
上
げ
の
意
味
も
含
め
、
問
問
M
M
絞
ま
で
争
品
川
市
、
母
務
チ
;
ム
仁
川
叫

以
来
、
毎
年
絞
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
悼
甘
え
の
ト
ロ
ァ
ィ
が
隊
司
わ
れ
ま
し
た

G

並
木
小
「
送
別
紙
館
大
会
L

hgr交
む
よ
り
ま
レ
、
ま
コ
て

け
H
E
A
J
s
bむ
吋
z
、
ふ
悔
し
ふ
N
f
r
Jを
ぜ

吋

t

房副

我
蔀
子
市
民
の
会
臨
時
総
会

「
ド
総
什
撚
仙
札
米
務
総
線
以
明
を
進
め
て
い
る
脱
出
鳴
の
な
か
で
ん
仔
わ

禁
漁
作
山
総
止
狭
間
開
千
市
村
山
内
れ
た
も
約

c

A
首総

会
…
内
的
臨
時
総
会
が
2
月
同
終
A
A
K
f
は
州
閉
め
こ
も

J

た
叫
副
議
の

山

町

"

、

主

主

空

間

か

れ

主

要

壊

は

も

と

よ

リ

、

万

一
山
ま
{
主
総
会
ν
い
は
総
人
や
め
よ
う
な
か
た
ち
的
制
定
使
用
も
絞

閥抗

Ob前
点
目
告
と
の
得
総
総
体
的
め
ら
れ
な
い
。
米
率
織
の
釧
紳
総
数

城

主

義

2
2
f使

用

し

な

い

こ

と

令

書

;

緩
め
は
か
、
「
6
市
立
前
町
逮
百
持
協
で
‘
滑
殺
附
附
m
w
校
内
陣
工
事
も
断
じ
て

抗
議
M
F
的
問
給
与
官
ら
与
し
A
g
一
淡
々
。
な
い
い
と
の
総
会
決
議
を
一
採
択
じ

品
川
知
お
日
以
i
が
参
加
し
ま
し
た
会
災
時
μ
、
全
市
民
(
?
九
と
な
っ
た
い
服

部
件
抑
止
情
施
ぷ
々
が
P
3
C
品
川
町
村
必
品
判
長
推
L
進
め
る
と
め
、
か
ん
市

対
治
的
政
機
一
め
絞
援
を
削
情
的
会
も
釘
内
八
五
な
ど
多
く
の
川
市
以
い
い
時

Z
 

心
に
、
液
凝
級
制
崎
臨
時
的
内
世
間
同
離
び
か
け
て
い
く
こ
と
も
総
説
さ
れ
ま

鮎
閥
抗
村
総
訓
練
も
可
能
と
な
る
洛
し
た
。

ぬ
叫
制
改
体
工
事
の
古
事
総
絞
殺

あ

れ

ボ

ス

生

!

部

門

作

文

部

門

松
本
要
ω錯
搾
賞
石
原
早
酪
μ
艦
作

「
資
灘
山
γ
苓
ネ
ル
ギ
ー
を
大
明
日
い
す
る
」

ボ
ス
タ
i
-
作
文

娠
が
、
吉
資
源
街
ザ
ム
考
ル
ギ
i
泌
地
球
を
配
L
、
同
河
田
閉
じ
谷
川
股
な
ど
の

ψ

磁
の
並
夏
、
山
部
返
事
H
M
的
に
村
野
伸
略
し
た
ネ
ル
ギ
j
資
畑
町
と
そ
の
紛
い
喚
投
錨
一
帯
。
、

「
古
ぷ
や
ヱ
ネ
ル
キ
j
会
v
大
切
に
す
る
L
「
災
同
仰
を
大
切
に
L
ぬ
文

dT智
強
調
す

機
続
。
ポ
ス
タ
ー
句
作
文
的
中
学
砕
ホ
ポ
る
た
め
に
バ
ノ
ク
全
然
に
し
た
も
の
。

ス
タ
i
内
部
て
、
設
孫
チ
中
松
本
宮
〈

f
淡
断
て
仕
上
げ
ま
し
た
。
惨
殺

，
A
Tき
が
俊
秀
賞
を
受
世
代
作
文
で
か
く
こ
と
は
好
き
で
、
い
つ
か
は
淡
を

日
間
中
石
原
早
治
会
ん
…

2
却
設
が
伐
作
と
り
た
い
と
閉
じ
っ
て
い
た
め
ず
大
変
う

に

選

ば

れ

ま

し

た

の

れ

し

い

い

と

‘

総

本

〈

人

は

受

賞

の

喜

後
党
党
い
い
締
い
れ
ん
作
品
辻
、
中
失
仁
ぴ
を
給
っ
て
い
ま
し
た
α

299 

松本 望書くん

石原寧務さん

れ!

.. 

....: 

あ



羽生

母 陥没燃本庁総 1111 骨揖総会室宮 84<1311 
骨つ〈し務支持 青 島 お り7 骨市長発直活躍査室号1~~ '1110 
骨湖北台支毘青島与28 骨市終日羽鶴霊童謡稔詰分重曹が…つ055
骨滋 it 支 持野す 借if.iE尾高語種館穆星島殴襲撃車窓与J ョ

;帯絡をE 王室術品自 2358 轍中関公民宣車

帯 数曹委 E毒殺臼ら い5'，嘩事事務連立議事務所

母車 道量 発事以口'1.11 騒然体需害害者重祉廿ニノタ-が

骨消 防 護事s.1-0119 噛つつじ主主総…口123
嘩 坐牢センタ-&1-:91ヌ) 噛鷺}苦環境線〈主李総務)87-2379 
申市史繍準ん察 85-2451 ニプミ(し原ル

:ン 9-

事静 B跨

惨翌差f吉 干に配}λjlうQ百寺3号沿

炉参lJIl凝議汗ゴ〉宰ヨラ ιi

-~ら名C乃ノ;ア !l ブ〈参tiJ綴1時

bコース
炉室農務

惨申し込み・問い合わt空 ごうち

{第2蹴競争奪題懇大会)
II-E主総 3月156:約:午ぶ9H寺:::0会

易機善野 中宍公民官官

験室主主主 1¥: 

~B 三/

o E:役{立f

惨会資 必台湾

。三 '15∞円

(活ミリ映写機諜!稽醤会 i

世己

[あびこ子ども鱗態議会濃)
歩包草寺・場所

本務総務lまら幼戦闘 午誇で1後寺11

*我E議そ子めばえ幼楼

陸軍 午後3自宅治問問

Tr'l噂 '2ベト3J'誇(むさまわ;うのが

該宗教持;すきでで宝。

砂也君電 車iシ震の子

砂入措話料 斗筏iよiと5ぬ
砂問い合わせ

z 
の韓童子嘉)

建設の緩慢罪f本様、

験主主軍事巳

砂語霊長野

修会費

少申し込み p 長奪い合わせ

三曹惜別…望奈想以…

[葉洋蘭放の金}
工ピネ電

波主将怒毒.!(.g)

?党〉三L土)

野生障問(D!1k釘号寺

院俳句稜

b望書所

砂金重聖 人議活i'10OO:弓、

t遼童書総 数子資i幸市羽授のゑ

?支主受宮るら

。護憲幸事ゐ 平日おゼ告らい事究室

場内容 害 事体み家主i手算霊宮、

五I'Eヨ:等割;

本目標

*申し込み

.¥力

綬そう、

ミ~/:翠味。う怒総教室

掌 B華寺 ヰ湾ア巴わら悶1980)

総務浮E三午後守録分ガら3時

(1冗Eを尽く〉

*議所 市民会主意欲6会議室

*内容 暴露民知 f初;ぞJ寄2孟冬〉

牟会重量 幻Iニロ〈毅材質主寺1∞
キ申し込み

3
一
語
一
宏

一
輸
出
利
一

事
亙
一

暢一針一間

層一時一

砂罪悪いをきねせ

[子棋のj崎潤相談会}
険医跨 ごう討すさの(け〉さ二盗1日号

惨場所

惨費用

惨事f3&莞E霊 的戸市立病続'J手話?議I蕎

話T三

B炉問い合わt主 奏 盟 …64

4631 

iIjJIJ¥金業向11錦織轍線量

俳句E寺 本〉午後23き

惨望書言寄

炉内密

室主 *~刻務主寄与制窪 *ヰ会蒸

気重要談話議S建設問屋 *子

深夜絞殺の事実にコいて

炉問い合主;せ

正現ぎ容器び173_.6'1 

(愛着筆動揺職金おご穏をj
主乏でiヨド号機燃の動1ご!半、

間 -
3 
月

議

lt但iヲち

患っ目，!ヨ咽んでみふうという人が

空て雲監lご講議ぞいぎで言。

I>B善寺 寺ヨ'0)午あ等級

会だらと干害、費用120む

砂場担"るrfiCT，ぞ公民総

t郊室長 沼待望以上408

き砂持ちもの 土型3 を謀長脅 さ委f三Bヨ

験申し込み・問い合わせ 3810 
C'Iこ祭てミーロ部去泊分空会、

n22… ¥烹ヱドアラ〉

⑮@@@惨
事務絞浮号線(淑1じ台〉

しょ三 η

争空室主ろの怨守口被終言宗ライブツ

1高石子詩人き警に汚名α)日富野

汚 yヴあ談、/在。

300 


